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はじめに

筆者の年来の研究上の関心は、歴史上の平和がいかに してたもたれたか、もし紛争があれば

それはどのように解決されたかをさぐることであるn。E・H・ カーは、「歴史 とは、現在 と過

去 との対話である2〕。」 と述べているが筆者も紀元千年頃の西欧社会 と対話 して当時の政治 ・

社会の全般的な特徴 をあきらかにすることをめざしたい。紀元千年頃といえば、西欧社会は、

西欧中心史観にならないように注意する必要があるが、若々しい覚醒の時代を徐々に終え、躍

進の時代をむかえる3}。つまり、本格的な封建社会が形成される11世紀以後の西欧世界の歴史

的展開の出発点として位置づけられる。このような大きな枠組みを前提 として研究 して行 きた

い。勿論、筆者は封建社会を暗黒社会 とする考えは排除するが、逆にバラ色の時代であったと

する説もとらない。西欧中世社会は、さまざまな局面ではかなりミゼラブルな時代 と考えられ

るのではなかろうか。このことも、硬直した先入観があってはならないが、筆者の研究の重要

な前提である。

1紀 元千年頃の西欧社会の一般的な特徴

紀元千年頃の西欧中世社会は、地域的にみて差があるがまだ無秩序な体制をたちきれない時

代でもあった。フェーデ(Fehde,gue且ephv6e)は まだ横行 していたし、それは他の時期 ・地

域 にも紛争があったが西欧中世社会特有なものと考えたい。特に教会人や貧者(pauperes)4)

は平和な社会生活を希求 したが、その実現はかなりほど遠 く、彼 らは暴力の犠牲になりやすか

った。989年 頃に無秩序が特に横行 していた南フランスのアキテーヌで教会、特に司教の音頭
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とりではじまったシャルー(Charroux>教 会会議では上記(注4を 参照)の 事項がすべてとり

決められている。「神の平和」運動のはじまりである。以後、「神の平和」は保護の対象と手段

を発展させて、11世紀を通 じて西欧各地に伝播 してい く。

1020年代には、この運動はアキテーヌ地方からブルゴーニュ地方へと拡大する。ここで我々

はラウール ・グラベールと出会 うのである。

五 紀元千年頃の西欧社会の歴史の語り手

この章で は、次章 でラ ウー ル ・グラベ ールを中心 に述べ るこ ととして、紀元千年頃の西欧社

会の歴 史的語 り手 について若干 みてお きたい。

紀元 千年 頃の西 欧社 会 とはお よそ980年 か ら1040年 までの間 と考 えてお きたい。 この間 には

大飢饒 などがお き、当時の人々はそれを神 意 として恐 れて生活 していた。 これはラウール ・グ

ラベ ールでもそ うであ ったので はないだろ うか と思 う。ここに終末思想 の生 じる素地があ った

が 、これにはほとん どふれ ない。

ここでは、四つの歴史書の類があるが、 ラウール ・グラベ ールほ どに詳 し く正確 だ とも思 わ

れない。先ず、 『編年 史』(Annales)で こ れは毎年 におこった重 要 な出来事 をあんで行 く。例

えば、 フルー リー(Fleury>修 道 院の 『フルー リー編年 史』(AnnalesFloriacensis)が あ るが、

1003年 か ら1060年 の うち記載 されているのは この間7年 間 しかのせ られていない。

次 に、『年代 記』(Chrotiques)は 、 例 えば、『ノヴァ レーズ年代記』(ChroniconNovaliciense)

で こ こには興味深い ことにサ ラセ ン人 に略奪 されてい る記事 がある。 この書 は、紀元千年 頃に

再建 されたノヴ ァレーズ修道院で1050年 以前 に書 かれた。

『年代記』の他の重要 な例 と して以下の二書 をあげ ることが出来る。司教テ ィエ トマール ・

ド ・メルスブール(ThietmardeMeπsebo肛9>に よ って 『年代記 』八 巻は書 かれた。 テ ィエ トマ

ールは976年 に 生 まれ、サ ン ・ジャン ・ド・マグデブール(Saint-leandeMagdebourg>修 道 院

で教 育を受けた。 このティエ トマールは1003年 に司祭 とな ってその地の大司教 に愛 されて1009

年 に 司教 となった。 テ ィエ トマールは晩年 に 『年代記』 を書 きはじめ1008年 まで書 くことが出

来た。

最後 に、 アデマール ・ド ・シヤバ ンヌ(AdbmardeCkｺabannes)は テ ィエ トマ ール と同 じ様

に、先ず修 道士 であった。988年 頃 に生 まれ、修 道士の次 に司教職 とな り、『年代 記』 を書い

た。

三番 目に、「奇跡 の書』(LuresdeMiracles)も 当時 の人 々の心性 を考慮 に入れれば、史料 と

す ることが出来る。

しか し、一番最 後に、正真正 銘の 「歴史」 と しては、以下の三冊 ほど しか ない。

先ず、サ ン ・カンタン ・ア ン ・ヴェルマ ン ドア(SI血t-QuentinenVerxnandois)の 修 道院会の

長老 ドゥ ド(Dudo>の 作 で1002年 まで記 載 され てお り、 ノルマ ンデ ィー地方関係の記事 が申

心であ る。
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次 に 、888年 か ら995年 ま で が 歴 史 的 対 象 と な っ て い る サ ン ・レ ミ ・ ド ・ラ ン ス(Saint-Remi

deReims>の 修 道 士 リ シ ェ(Richer)の 『歴 史 四 巻 』(QuatreLivresd'Histoires)が あ る 。 最 後 に

一 番 大 切 な 史 書 と し て ラ ウ ー ル 〔ロ ド ゥ ル フ ス 〕 ・グ ル ベ ー ル(Raoul〈Rodulfus>・Glaber)

に よ る 『歴 史 五 巻 』(CinqLivresci'Histoires)が あ る 。

皿 ラウール ・グラベールの生涯

我 々が ラウー ル ・グラベール について知 っているすべての事 柄 は、ラ ウール ・グラベールが

我 々に伝 えたい と思 うこと、我 々が彼 の著書 か ら推論 するこ とである。とて も驚 くこ ととして、

ラウール ・グラベールが加 わ った と思 われる各修 道院の数の多 さである。

特定の修道院で、我々が ラウール ・グ ラベール を明確 に位 置づ け ることが出来る最古 の 日付

は、紀元千年す こ し以後であ る。当時 、ラ ウール ・グラペールは、偉大 な修 道院長エル ドリッ

ク(Helderic)の 下 で、オーセール(Auxerre)の サ ン ・ジェルマ ン(Saint-Germain)修 道 院に

居た。 オーセールのサ ン ・ジェルマ ンは、有名な伝統 をもつ大 きな修 道院で、 ラウール ・グラ

ベ ールの最初 の公職の地であ った と思 われる。『第五巻 』の冒頭 の伝記風 の強い文章で、 ラウ

ール ・グラベールは我 々に次 の ように伝 える
。即 ち、 自分は身勝 手で放 逸な少年であったけれ

ども、修 道士 であ った彼 のお じはラウール ・グラベ ールの12才 の時 に、断定で きないが 、 レオ

ム(REome)修 道 院であ ると考 え られる修道院 にラウール ・グラベ ール をあず けた。 しか し、

そこで ラウール ・グラベールは振舞 いが悪 い とい うこ とで、追放 されるはめになった。けれ ど

も、 ラウール ・グラベールの文学的 な才能の故 に、 まもな く、これ も断定 で きないが、サ ン ・

レジェ ・ド ・シ ャンポー(Saint・Lkger-de-ChamQceaux)修 道 院に受け入 れ られた ようである。

すべての年令 の修道士 たちが生活 してい る もの としてのこの修道院 は、サ ン ・ジェルマ ンの よ

うな大 きな修道 院であった。 そこで我 々は以下 のこ とを推論す るこ とが で きる。即 ち、 ラウー

ル ・グラベ ールは980年 頃 に生 まれ、990年 代 にオーセー ルのサ ン ・ジェルマ ン修道 院に入 り、

そこで騒動 をお こしやす い性格 に もかかわ らず教育 を受 けた。 そ して1016年 以 前 までサ ン ・ジ

ェルマ ンの支 配下 にあるこれ も断定 できないが上述 したふ たつの修道院 にラウール ・グラベ ー

ル にむすびつけるこ とが 出来 るので はなか ろうか と思 う。

『第二巻」 でラウール ・グラベ ールは、 オーセールとその地方 につい てた くさんの こ とを書

いてい る。1003年 に、 オーセール を攻 囲中、国王 ロベ ール5〕 はエ ルデ リックとその修 道士た

ちにサ ン ・ジェルマ ンを明け渡す こ とを命 じてい る。

ラウール ・グラベー ルが入 った次の修 道院 は、偉大 な修道 院長 の聖 グ リエ ルムス(962年

頃 一1031年)の 下でデ ィジ ョン(Dijon)の サ ン ・ベ ニーニュ(Saint-B61血gne)修 道 院である。

ラウール ・グラベ ールは1030年 頃 にクリュニー にはい った。 ラウール ・グラベールはず うっ

とブルゴーニ ュ地方で過 ご した。 しか し、 ラウール ・グラペールは聖 グリエルムスの イタリア

旅 行に同伴 した。実際 に、『第四巻』の 冒頭 でイ タリアについ てのた くさんの情報がふ くまれ

ている。 ラウール ・グラベールの聖 グ リエルムスの イタリア行 きにいつ伴 ったかの出発の 日付
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について知 るのはかな り困難であ るとして も、いつ終 わったか を示す こ とは比較 的に容易であ

る。 ラウール ・グラベ ールは次 の ように我kに 伝 える。即 ち、彼 は聖 グ リエ ルムス と口論 し、

その修道 院を去 った。 しか し、 ラウール ・グラベ ールは1031年 に死去 したその聖 人を称 える聖

人伝 である 『聖 グリエ ルムス伝』 を残 してい る。 『第三巻』の終 わ りころで、 ラウール ・グラ

ベ ールは、聖 グリエ ルムス とフランス国王 ロベールの間での会 見について伝 える。 その会見 は

1030年 に行 われ た。 この事実は、 ラウール ・グラベールが、聖グ リエ ルムスのその保護が ラウ

ール ・グラベ ールが狭い地域的見地か ら物事 を考 えた りする ことを まぬが らして くれるイ タリ

ア行 きに加 わったの はこの年 にちがいない ことを示 して くれる。

1031年 か ら1033年 までの大飢謹 についての ラウール ・グラベールの描写 はク リューニーに近

いマ コン(Macon)と トゥルヌス(Toumus)の 都 市 に集中 している。 ラウール ・グラベ ール

の ク リューニーで の滞在 は、 クリューニー修 道院長聖 オデ ィロ(Qdilo)へ の 『歴 史』の謹呈

を物語 るが、 しか し、 ラウール ・グラベールは長 くク リューニーには滞 在 しなかった ことにな

る。

ク リュニーで しばら く滞在 した後 に、 ラウール ・グラベールは、オーセールのサ ン ・ジェル

マ ンに もどった。クリューニーか らのラウール ・グラベ ールの出立 の確か な日付 はわか らない。

しか しなが ら、 ラウー ル ・グラベールが1034年 までか もう少 し後 にベーズ(Beze>に い たこ と

ははっ きりしてい る。1035年 頃 までに、ラウー一ル ・グラベ ールは もはや クリューニー にはいず、

ベ ーズ に住 んでお り、 その しば ら く後 に、 ラウール ・グラベールはオーセ0ル のサ ン ・ジェル

マ ンに もどってい た。

ラウール ・グラベー ルはオーセールで 『歴 史』 を完 成 させ た と思 われる。何 故な ら、後 の箇

所 でこの修道院 について しば しば言及 しているか らであ る。 ラウール ・グ ラベールは、サ ン ・

ジェルマンを自分 の本拠地の修道院 として記録 している ように思われる。

だが、 ラウール ・グラベ ール はオーセ ール にもどった ように思われるけれ ども、 ラウール ・

グラベールは別院 に住 んでいた。 『第五巻」 で ラウール ・グラベ ールは、オーセ ールの子 院ム

ーテ ィエル ・サ ン ・マ リ(Moutiers -Saint-Maire)で 起 こったこ とを記録 している。 ラウール ・

グラベ ールはオーセー ルでの最後の居住の間その子院での短い訪問 を楽 しんだ。 ラウール ・グ

ラベ ールは1046年 頃 に死去 したことは有 りそ うな ことなので、 オ0セ ール をついの住み家 の期

間 として語 られるのは妥当 と思われ る。

『歴史』で記録 され る最 後の事件 は、1040年 代 半 ばにおける教皇権 の混乱 であ る。 ラウー

ル ・グラベ ールは教皇庁 につい てここ25年 の 間腐敗 していた もの と して言及 し、聖職売買が行

われている とい うこ とを付言す る。 ラウール ・グラベ ールは、 リヨン(Lyoes)大 司 教 ウル リ

ック(Ulric>の 死 去 と1046年 にお けるデ ィジ ョンのサ ン ・ベ ニーニ ュの修 道院長 アリナ・一ル

(Halinard)の 継 承 について述べ ない。 ラウール ・グラベールの死去 は、1046年 か あるいは1047

年 に起 ったのであろう。 ラウール ・グラベー ルの生涯の出来 るだけ妥 当なア ウ トラインをまと

めてみると以下 のようになる。

①980年 頃 一誕生
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②990年 代 の早期か ら1010年 以 後の よ くわか らない時代 まで 一最初 の レオム(ム ーテ ィエ

ル ・サ ン ・ジャン)つ いでサ ン ・レジェ ・ド・シャンポーの居住期間 をふ くむオーセール

のサ ン ・ジェルマン

③ 多分1016年 の 早期か ら1030年 頃 まで 一デ ィジ ョンのサ ン ・ペニーニュ

④1030年 頃 か ら1034年 あ るい は1035年 頃 まで一 クリュニー

⑤1034年 一一5年 頃 一ベーズ

⑥1036年 一7年 頃か らラウール ・グラベールの死去(1046年 頃)ま で 一ムーテ ィエル ・サ

ン ・マ リでの居住期間 をふ くむオーセールのサ ン ・ジェルマ ン

ラウール ・グラベールの3つ の主要な修 道院は、 オーセールのサ ン ・ジェルマ ンとデ ィジ ョ

ンのサ ン ・ベニーニュ、そ してク リュニ ーであ る。その うち、グラベ ールの本拠地の修道院 は、

サ ン ・ジェルマ ンであ った ことは疑 いない。その上、ラウール ・グ ラベールの場合 は、ブルゴ

ーニ ュ地方の修道院で生 涯の大半 を過 ご した とい うこ とになる。 しか し、ラウール ・グラベ ー

ル ほどに居住 地 をかえている修 道士 も珍 しいであろ う。けれ ども、年代記作者 としてのラウ0

ル ・グラベール を考 えてみた場合 、その居住地 をあち らこち らに移 ったことはむ しろ利点 にな

るのではなかろ うか とも思 う。

Nラ ウール ・グラベ ールの著述 について

一 『歴史第四巻』を中心に一

ラウール ・グラペールによって書かれた二大作品の時 と場所の一覧をえがけば以下のように

なる。結論の一部を先取 りすることになるが、皿の末尾にまとめたラウール ・グラベールの生

涯とつ きあわせて考えていただきたい。

① 『歴史』第一巻(初 版)、 第二巻、第三巻(第 一章、第二章)一 デイジョンのサ ン ・ベ

ニーニュ(1030年 頃以前)

② 『聖グリエルムス伝』一一クリュー二(1031年 ～1034年 あるいは1035年 頃)

③ 『歴史』第三巻(第 三章～第九章)、 第四巻、第一巻(改 訂版)一 オーセールのサ ン ・

ジェルマン(1036年 頃～1041年 頃)

④ 『歴史』第五巻一オーセールのサン ・ジェルマン(1045年 頃～1046年)(以 上、①から

④までの場所 はいずれも修道院である。)

以上、『歴史』は思いつくままに何 らのプランもな く書き流されたのではな く、少なくとも

『第四巻』までは推敲を重ねられた作品である。従来考えられてきたよりも 『歴史』は、綿密

に考えられた構想によっていると考えてよいのではなかろうかと思 う。

最後に、ラウール ・グラベールが 「神の平和」運動 を著述している 『第四巻』について若干

たち入って考えてみたいと思う。『第四巻』は上述したように、オーセールのサン ・ジェルマ

ン修道院で1036年 頃から1041年 頃の間に書かれた。 この巻には、キリス トの受難千年紀を主 と

して著述されており、飢健の大流行、「神の平和」運動、エルサ レムへの巡礼の盛行など興味
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深いテーマが書かれている。

ラウール ・グラベールは 「神の平和」運動をどのようにみているのであろうか。以下略述す

る。冷害や洪水の為にヨーロッパ各地を襲った大飢ape皿riaが しば しの豊饒に取ってかわった

キリス トの受難千年紀(ラ ウール ・グラベールの紀年法では紀元1033年)頃 を、盛行 をみた

「神の平和」運動の起点 ・原因としていることが注 目される。この時、司教 らによって平和を

回復する為に行われた会議や告示集会には、権力者の掠奪にも増 してこれ迄の災害に恐怖を感

じる大群集(totamultitudouniversaep1ebis)が つめかけたという。Cowdreyは 以後ナルボンヌ

教会会議(1054年)ま で続 く一つのパターンに注 目している。即ち、戦争 ・掠奪に加え、グラ

ベールの指摘する飢餓に続いた流行病ignissacerの 打撃は、当時の人々にこれらのすべてを神

罰と感 じさせ、神罰からの救済として平和を求めさせた。この過程で平和教会会議での聖者崇

拝や聖遺物の動坐が促進 され、流行病→治癒→平和の協定に至るパターンが成立 したという6〕。

また、ラウール ・グラベールが 「神の平和」で最 も重要な規定 として注 目している 「犯 しては

ならない平和 を守る」(inviolabilepaceconservanda)と いうことを主張 している。このことも

あって、ラウール ・グラベールの 「神の平和」運動に対するかなりの好意的な理解が察 しられ

るのではないかと思う。そ して、紀元千年頃のヨーロッパ各地の人々の思考法や世相等を考え

てみるのにも当時の歴史書として文献が数少ないこともあってラウール ・グラベールの著述を

再考 してみる必要がある。

おわりにかえて

ラウール ・グラベールの歴史書としての価値の再検討に火ぶたを切 ったのは、西欧中世史の

研究の権威G・ デュビィ(Duby)で あった。最後にデュビイの言葉を借 りておわ りにかえた

いo

「もうひ とりの修道士 、不従順 で一貫性の ない、 ラウール ・グラベール といわれる ラウール

は、ブル ゴーニ ュ地方 のいろいろ な修道院 を転 々 として、 さまざまな欠 点が ある にも拘 らず、

彼 の文学的な才能 の故 に貴重 がられ た。デ ィジ ョンのサ ン ・ペニ ーニ ュ(修 道院)で は ラウー

ル ・グラベ・一ルに歴 史を書 くようにすすめ た…… 〈省略 一筆者 〉……。 ラウール ・グラベール

は1048年 頃 、ク リューニーで 『歴 史五巻』 を書 きあ げたようであ る(断 定的では ないが、その

作 成年代、作成が完 了 した場所 等 を再考す る必要 がある と思 う一筆者)。 これ は10世 紀 は じめ

以後の世界史(unehistoiredumonde)で 、修道院長 オディロ(Odilon)に 献 呈 された。 ラウー

ル ・グラベ ールの評判 は よ くない。 ラウール ・グ ラベール はお しゃべ りで、だ まされ やす く、

不器用 といわれ、ラ ウール ・グラベールのラテン語 は冗長だ とみ なされ てい る。 しか し、 ラウ

ール ・グラベールの作 品を
、我々の精神態度 や我 々の論理で判断 してはならない。 ラウール ・

グラベールの精神 の歩 みに上手に歩調 を合 わせ ようと したら、す ぐにラウール ・グラベールが

当代で最 もよい、いやそれ以上の証 人であ ることが わか る71。」
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(注)

1)古 今東 西 で 紛 争 が絶 え た 日は な く、空 間的 、時 代 的 に重 要 な紛 争 につ い て は 、 出 来 る だ け 共 同 研 究 が

必 要 で あ ろ う。 服 部 良 久氏 は次 の よ う に論 じる 。 「近 年 、 洋 の 東 西 、 時 期 を 問 わ ず 、 社 会 に お け る暴

力 や紛 争 と紛 争 解 決 の あ りか た に対 す る歴 史研 究 者 の 関 心 が 高 ま って い る。」(同 上 、 「中 ・近世 テ ィ

ロ ル農 村 社 会 にお け る紛 争 ・紛 争 解 決 と共 同 体 」 『京 都 大 学 文 学 部 研 究 紀 要 」 第41号 、2002年)

2)E.H.Carr,WhatisHistory?,1990.

3)古 い 文献 だ が 、MauriceLombard,HahometetCharlemag鴫Lepmblemeeconomique,Annales,Economies,

S㏄i6t6s,Civilisations.

4)「 神 の平 和 」 運 動(「 神 の平 和 」 運 動 につ い て は直 後 に述 べ る)で も教 会 人以 外 で 相 当 につ か わ れ る こ

の 用 語 は 、農 ・手 工 業者 な どを総 括 的 に 述 べ る 重 要 な タ ー ムで あ る。 教 会 人 な どを 除 け ば 、 お しな べ

て 民 衆 はpauperesだ っ た こ と に留 意 す る必 要 が あ る。 も っ と も、 フ ェ ー デ は 貴 族 ・騎 士 の 一 門 同士

(従 っ て 平 和 誓 約 を行 う の も彼 らの 階 級 が 中心)で 行 わ れ た の を主 とす るが 、教 会 へ の 侵 入 者 、 農 民

agricolaeそ の 他 の貧 者pauIBeresの 家畜 を掠 奪 す る者 、非 武 装 の 聖 職 者 を攻 撃 す る者 た ちが 対 象 とな った 。

刑 罰 は破 門ana重hemaで あ る。

5)国 王 ロベ ー ル敬 慶 王 につ い て は 、 労 作 と して 、 江 川 温 著 、「ロベ ー ル2世 の 王 権 と 『神 の 平 和 」 運 動 一

1020年 代 初 の ブ ル ゴー ニ ュ と北 フ ラ ンス ー」(関 西 中 世 史研 究 会 編 『西 洋 中世 の秩 序 と多元 性 」 所 収 。)

古 典 と して 、CPfister,EtudessurlerbgnedeRobertlePieux(996-1031)。 最 近 の 書 と して 、L,Theis,

RobeRlePieux,Leroide1'anmil.(上 記 、 洋 書 には ど ち ら も ラ ウー ル ・グ ラベ ー ル につ い て の 記 述 が あ

る)。 また 、Leroide1'anMil,textesetdocumentsswRobeRlePieux,traduiteduLatinparM.Gui20tetR.

Fougere,2001年 もあ る 。 な お 、 紀 元 千 年 の 有 名 な教 皇 ジ ェ ルベ ー ル に つ い て は 、P.Rich6,Gerbertd'

Aurillac,LePapede1'antni1,19870

6)H.E.J.Cowdrey,ThePeaceandtheTruceofGoodinthellthcentury,PastandPresent.

7)L'AnMil,Pr壱senl6p肛GeorgesDuby,1重ditionsGal雌mard,1980,P.21,(ジ ョル ジ ュ ・デ ュ ビ イ著 、 若 杉 泰

子 訳 、 『紀 元 千 年 』)。
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